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市立小・中学校の不登校の現状 
 

１． 福島市立小・中学校における同時期の不登校児童生徒数の比較 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 
５月 ７月 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

不登校児童数 44 43  54  71 87  104  

前年度欠席３０日以上 33 40  54  52 62  93  

新規 11 3  0  19 25  11  

新規出現率 0.25 0.07 0.00  0.27 0.29  0.11  

SR室等登校 14 9 30 19 13 44 

 

〇 過去３年間の同月の不登校児童数の比較から、不登校児童数は年々増加している。ただし、新規

の不登校児童数（前年度も３０日以上欠席していた児童、つまり前年度も不登校にカウントされて

いた児童を除いた数）については減少傾向にある。このことから、各校での電話連絡や家庭訪問を

通した家庭との連携など、早期の対応をていねいに行い、新規不登校者を出さない取組が功を奏し

ている。また、各校のサポートルーム（保健室等）への登校者数が、令和５年７月の 13人から今

年７月は 44人と、31人増加していることから、サポートルームでの支援が大変有効に機能してい

ると考えられる。 

 

 

 

 

 

（人） （出現率） 
（人） （出現率） 

⚫ 新規出現率が 1/2 以下 

⚫ SR 室等登校が 31 人増 
⚫ 新規出現率が低下 

⚫ SR 室等登校が 11 人増 
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【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 
５月 ７月 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

不登校生徒数 95 126  123  217 267  278  

前年度欠席３０日以上 91 123  121  192 236  248  

新規 4 3  2  25 31  30  

新規出現率 0.04 0.02 0.02  0.12 0.12  0.11  

SSR・SR室登校 119 135 151 138 159 185 

 

〇 中学校でも同様に比較した結果、不登校生徒数については年を追うごとに増加しているが、新規

の不登校生徒数は横ばい状態にある。これは、各校に設置しているサポートルーム（SR）及びスペ

シャルサポートルームにおける一人一人の状況に応じた相談・指導により、結果的に増加の抑制が

効いているものと考えられる。また、各校のスペシャルサポートルーム（SSR）及びサポートルー

ム（SR）の利用者数が、令和５年７月の 159 人から今年７月は 185 人と、26 人増加していること

から、不登校及び不登校傾向にある生徒にとってのバッファ的な役割を果たしていると言える。 

 

２． 不登校改善等に向けて強化している取組について 

(1) 不登校対策支援パッケージ 2024【家庭用】リーフレット配布 

不登校及び不登校傾向にある児童生徒を持つ家庭に対して、教育委員会及び学校における不

登校の改善に向けた取組について広く分かりやすく伝えるために、今年度新たにリーフレット

を作成し配布する。 

 

 

（出現率） （人） 

⚫ 新規出現率が横ばい 

⚫ SSR・SR 室登校が 16 人増 

⚫ 室 
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⚫ 新規出現率が横ばい 

⚫ SSR・SR 室登校が 26 人増 
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(2) 不登校予防のための早期対応システム 

今年度から、一人一台端末を使用して、毎日登校した段階で心の健康状態を児童自身が入力

して教師に伝えることができるコンテンツを導入し、的確な状況把握や早期対応に努めている。 

(3) 生徒支援教員配置校訪問 

不登校が課題の中学校８校に配置している生徒支援教員の活用状況と不登校児童生徒への対

策等について、学校訪問を通して把握するとともに指導・助言を行う。スペシャルサポートルー

ム設置校については、県教委及び県北教育事務所の実践校訪問と合わせて実施する。 

(4) 不登校生徒地区支援校の設置 

不登校生徒の学習機会の確保と居場所づくりのために、今年度第２学期から、県から専任の担

当を配置しているスペシャルサポートルームを設置している学校を「不登校生徒地区支援校」と

して指定し、近隣の中学校の生徒も通学できる制度を策定した。１０月１日までに地区支援校５

校のうち４校がスタートしている。 

(5) オンライン学習教材「デキタス」の活用 

 スペシャルサポートルーム設置校及び生徒支援教員配置校となる中学校９校と、まなびの支

援連携室「ふれあい教室」に通う不登校及び不登校傾向にある児童生徒（不登校生徒地区支援校

を利用する生徒も含む）の学習保障を目的として、一人一台端末を使ったオンライン学習教材を

導入する。本教材を通して、各教科の解説動画を視聴したり、テスト、ドリル等を活用したりす

ることで自学自習することが可能で、学校及び自宅等、インターネット環境があれば利用でき

る。活用期間は、１０月１５日から年度末を予定している。 
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